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あ　と　が　き
　今月の巻頭言は，国立循環器病センター総長の尾前照
雄先生よりいただいた．お話しは　QOL　（Quality　of
Life）の評価の今昔であった．
　先生が巻頭言で書いておられるように，QOLを全く
考えない医療は，古今東西存在しなかったはずである．
又一般的に昔の人が患者さんとのコミュニケーションが
よく，病人をよくみていたと言われる．現在QOLが論
ぜられるのは，慢性疾患が増えてきた事，高齢者の増
加，ストレス等の増加が理由であろうと考えられてい
る．
　実際，現在の医学は，検査にたよりすぎる面及び専門
分野にかたよりすぎる知識等により患者さんとのコミュ
ニケーションが少なくなっているのではないだろうか．
　先生が最後に言っておられるように，必要不可欠な検
査や治療法の選択，治療効果の判定に，可能な限り患者
さんからの情報を得た上で適切な判断とマクロの視野が
要求されてきている時期である．これは今後，医師とし
て育っていく上で非常に重要な事であると痛感した．
　本誌においても一般医学雑誌のように各講座におい
て，最近話題の治療法とか，検査法の特集記事等を掲載
してみたらおもしろいのではないだろうか．その事が，
今後我々医師にとってQOL評価に少しでも役立つ事で
あり本誌がより多くの読者に関心をもってもらう一つの
方法ではないだろうか．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（永井義一記）
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1．第127回医学会総会の特別講演を嶋田教授（病理学
　1），会沢教授（生理学2），佐藤教授（薬理学），古
　賀教授（皮膚科学）に依頼することとなった．
2．臨床懇話会の開催報告および開催予定の報告があっ
　た．
3．編集状況の報告および編集について討議した．
4．大学の各部所について統一した英文の表示を作るこ
　ととなり，これについては登坂副会長に一任した．
5．5月22日（水）次回幹事会終了後に評議員会を開く
　こととなった．
6．平成2年度収支決算並びに平成3年度収支予算につ
　いて説明があり，承認された．
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